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今 月 の 表 紙
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Hello New Baby

こんにちは赤ちゃん

男 ………………………… 4,084人
女 ………………………… 4,663人
計 ………………………… 8,747人
世帯 …………………… 4,894世帯

（＋２）
（－３）
（－１）
（＋７）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜ 8 月 31 日現在＞

目 次

2019 年
（令和元年）

NO.163

とうやこ

小岡　萌々華ちゃん																								
　　　（ももか）

悟志さん・梨乃華さん
７月 30日生　泉区

根本　いちかちゃん																							
倫平さん・真希子さん
７月 16日生　虻５区

北風　ひよりちゃん																							
淳さん・あゆ美さん
７月 30日生　成香

　第 32 回北海道ツーデー
マーチが９月 14 ～ 15 日、
洞爺湖温泉遊歩道広場を主
会場に開催されました。　
　全国各地からウォーキン
グ愛好家が参加し、洞爺
湖周辺の自然を満喫しなが
ら、完歩を目指しました。

－関連ｐ 3 －

10月

ネイチャービンゴで秋を楽しもう！
支笏洞爺国立公園指定 70 周年を記念して、ビン

ゴ形式のウォーキングや財田体験ハウスでの工作
を通して自然に親しみましょう。
　詳細は回覧を確認ください。
■日　時　11 月 10 日（日）９時 30 分～ 13 時
■場　所　財田体験ハウス周辺
■内　容　財田地区のウォーキング、ネイチャービ
ンゴ大会、工作体験など
■対象者　町内在住の人 ( 虻田地区、温泉地区の人
は送迎バスを利用できます）
■持ち物　豚汁を用意しますので、おにぎりなどを
持参してください
■問合せ　社会教育課（☎ 74-3010）

さわやかだより
健康と笑顔のためにトレーニング始めませんか？

18

お知らせ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

10

イベントカレンダー22

読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol.19

19

ジオパーク通信21

24 spotlight

西山　雄治さん
東奔西走／今月のワンショット

新しい地域おこし協力隊

緊急通報システムを貸し出します７

第 32 回北海道ツーデーマーチ
pick up news

ワンポイント手話

３

まちのわだい８

６ 支え合いでいつまでも安心な暮らし
平成 30 年度　介護保険の状況

4 特集　笑顔で過ごす楽しい人生

社会を明るくする標語
各地域で神社の祭典
日本赤十字災害救援車「博愛号」引渡式
ななかまどの会　雑巾寄贈

16

17 英国ボランティア青年
ようこそ洞爺湖町へ

消防だより20

第４回とうや湖・月浦ワイン＆グルメ祭り23

宝くじ公式サイトで宝くじを購入できるようになりました！15
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pick up news

　毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第 16 回目は健康福祉センター椿澤成美です。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グルー
プ（☎ 74-3001） 親指と人差し指を伸ばしあごの下から

手話
ワンポイント 「好き」

ゆっくりと閉じながら下げます。

　
　
月
14
日
、
15
日
の
２
日
間
、

　
　
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定
さ
れ
て
い
る
洞
爺
湖
、
有

珠
山
を
巡
る
第
32
回
北
海
道
ツ
ー

デ
ー
マ
ー
チ
（
洞
爺
湖
町
・
壮
瞥

町
・
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
な

ど
主
催
）
が
洞
爺
湖
温
泉
湖
畔
遊

歩
道
広
場
を
主
会
場
に
開
か
れ
、

全
国
か
ら
延
べ
1
、
2
1
5
人

が
参
加
し
、
初
秋
感
じ
る
景
観
を

楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　
１
日
目
を
「
海
湖
（
う
み
）
風

の
コ
ー
ス
」、
２
日
目
を
「
火
山

（
や
ま
）
風
の
コ
ー
ス
」
と
題
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
４
コ
ー
ス
に
分

け
、
計
８
コ
ー
ス
を
実
施
。

１
日
目
の
「
洞
爺
グ
ル
メ
ジ

オ
コ
ー
ス
」
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
、

と
う
や
湖
和
牛
な
ど
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
、
秋
の
味
覚
を
楽
し
み

ま
し
た
。
１
日
目
を
完
歩
し
た

ウ
ォ
ー
カ
ー
は
、
洞
爺
湖
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
ウ
ェ
ル
カ
ム

パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
「
伊
達
・
有
珠
山
ぐ

る
っ
と
ジ
オ
コ
ー
ス
」
の
ウ
ォ
ー

カ
ー
は
、
壮
瞥
町
・
伊
達
市
を
経

由
し
て
心
地
よ
い
汗
を
か
き
な
が

ら
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

９

第
32
回北海道ツーデーマーチ

１　ウォーカーが温泉街遊歩道から
出発　２　初秋感じる洞爺湖を歩く
ウォーカー　３　完歩したウォー
カーがとうや湖和牛の BBQ を満喫　
４　とうや水の駅でしそジュースを
飲むウォーカー

１

４

３ ２
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特
集笑

顔
で
過
ご
す

楽
し
い
人
生

　
　
月
16
日
の
敬
老
の
日
に
合
わ

　
　

せ
て
町
内
の
各
自
治
会
で

は
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

に
長
寿
ま
つ
り
な
ど
が
行
わ
れ
、

お
い
し
い
食
事
や
カ
ラ
オ
ケ
、
抽

選
会
、
ゲ
ー
ム
な
ど
で
長
寿
を
祝

い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
年
々
、
高
齢
者
の
人
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
総
務
省
の
調
査
で

は
、
日
本
全
国
で
65
歳
以
上
の
高

齢
者
は
3
、
5
8
8
万
人
（
９

月
15
日
現
在
）
で
、
総
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
は
28
・
4
％

と
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
町
内
の
65
歳
以
上
の
高

齢
者
は
3
、
6
2
1
人
で
、
町

内
の
人
口
に
対
し
て
占
め
る
高
齢

者
の
割
合
は
41
・
３
％
と
な
っ
て

９

い
ま
す
。（
８
月
31
日
現
在
）

　

町
内
で
は
高
齢
者
の
皆
さ
ん

に
、
元
気
で
過
ご
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
認
知
症
予
防
の
た
め

に
楽
し
く
学
習
す
る
「
は
つ
ら
つ

楽
習
！
脳
の
健
康
教
室
」
や
健
康

で
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
を
送

れ
る
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
「
ふ

れ
あ
い
交
流
会
」
な
ど
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
は
笑
顔
で
元
気
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

　
５
ペ
ー
ジ
で
は
、
ふ
れ
あ
い
交

流
会
に
参
加
し
て
い
る
高
齢
者
の

皆
さ
ん
に
、「
今
暮
ら
し
て
い
て

楽
し
い
こ
と
」「
元
気
の
秘
訣
」

な
ど
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

各
地
区
の
長
寿
ま
つ
り

美沢東・西合同敬老会

青葉２区敬老を祝う会

入 江 ３ 区 敬 老 会

ふれあい交流会を楽しむ参加者
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皆さん町内 の元気な高齢者の

家庭菜園で野菜を育
てることや庭の花の
手入れをすることが
楽しいです。
体を動かすことが元
気の秘訣です。

石井日那子 さん（81 歳・温 8 区）
岡 田 藤 代 さん（79 歳・ 泉 区 ）

大 橋 之 さん（84 歳・温８区） 境 慶 子 さん（80 歳・虻２区）

バスに乗って町外に遊びに
行ったり、温泉に入ったりし
て楽しんでいます。趣味でト
ランプ占いや編み物などをし
ています。

温泉８区のサロンやふれあい
交流会などで仲間と話すと元
気になります。趣味は踊るこ
とで、みんなで踊るときが楽
しいです。

集まりに参加して人と話すことは楽しいですが、
孫の顔をみて話すことが一番の楽しみです。一
緒に遊ぶと元気をもらえます。

家に１人で居ると、気持ちが落ち込むこ
ともありますが、仲間と会って話すと元
気がでます。自分から人の輪の中に入っ
ていくことを心掛けています。

笑顔で過ごす楽しい人生特集

虻 田 １ 区 長 寿 ま つ り

か っ こ う 台 区 敬 老 会

井 村 鉄 男 さん（87 歳・入４区）

楽栄クラブ長寿を祝う会



平成　　年度

介 護 保 険 料
・徴収方法は、年金から天引きされる特別徴収、町から　
　送付される納付書で納める普通徴収があります。
・介護保険料の平成 30年度分の収入額は約 1億 7147 万　
　円で、収納率は 99.36%でした。

介護保険被保険者数（平成31年３月 31日現在）

・第１号被保険者数（65 歳以上）　3,603 人

サービスの種類 保険給付額
居宅サービス ２億 2323 万 7774 円

訪問サービス 6189 万 9828 円
通所サービス 7927 万 6823 円
短期入所サービス 1171 万 9495 円
福祉用具・住宅改修サービス 1624 万 4472 円
特定施設入居者生活介護サービス 1728 万 4947 円
居宅介護支援・介護予防支援 3681 万 2209 円

施設サービス ４億 3155 万 2928 円
地域密着型サービス １億 7969 万 5017 円
その他の給付 8007 万 3932 円

高額介護・医療合算サービス 2631 万 4232 円
特定入所者介護サービス 5375 万 9700 円

審査支払手数料 65 万 2994 円

計 ９億 1521 万 2645 円
（前年度差　+1749 万 9943 円）

■介護サービスの利用に対する保険給付費

広報とうやこ　2019 年 10 月

区分 要支援
１

要支援
２

要介護
１

要介護
２

要介護
３

要介護
４

要介護
５

計
（前年度差）

認定者数
（人） 130 78 164 110 76 68 49 675

（+4）

■要介護（支援）認定者数 （平成 31 年３月 31 日現在）

区分 要支援
１

要支援
２

要介護
１

要介護
２

要介護
３

要介護
４

要介護
５

計
（前年度差）

受給者数
（人） 36 25 101 58 24 17 9 270

（－23）

■居宅介護サービス利用者数
（訪問介護、通所介護、短期入所、福祉用具貸与など）

（平成 31 年２月サービス提供分）

区分 要支援
１

要支援
２

要介護
１

要介護
２

要介護
３

要介護
４

要介護
５

計
（前年度差）

受給者数
（人） 0 0 30 22 16 ８ ７ 83

（ー４）

■地域密着型介護サービス利用者数
（グループホーム、小規模特養、小規模通所介護）

（平成 31 年２月サービス提供分）

区分 介護老人福祉施設
（特養）

介護老人保健
施設

介護療養型医
療施設 介護医療院 計

（前年度差）

受給者数
（人） 70 25 32 ４ 131

（ー 5）

■施設介護サービスの利用者数
（平成 31 年２月サービス提供分）

６

事業の区分 費用額
介護予防・日常生活支援総合事業

（介護予防教室など） 3116 万 1828 円

包括的支援事業
（包括の運営、生活支援体制整備など） 4161 万 5822 円

任意事業
（紙おむつなどの支給、適正化事業など） 129 万 8677 円

計 7407 万 6327 円
（前年度差　＋ 2254 万 2642 円）

■地域支援事業にかかった費用
地域支援事業は、高齢者の介護予防や介護
が必要な状態になっても自宅で生活を続け
られるように支援するための事業です。（地
域包括支援センター人件費などを含む）

　　護保険制度は、介護が必要になった高齢者などがサー
　　ビスを利用したときに、利用料の９割（一定以上所得
のある人は８割、現役並みの所得がある人は７割）を保険
給付する制度です。　　　　　　　　　　　				
　保険からの給付費は、65歳以上の人が納める介護保険
料と 40歳～ 64歳までの人の医療保険に加算される介護
分を合わせて約半分、残りの約半分を国・道・町の負担金
で賄っています。												　　　　　	
　超高齢社会の中、洞爺湖町でも要支援・要介護の認定者
数、介護給付額は年々増加しています。高齢者が安心して
暮らせるよう、社会全体で支える仕組みになっていて、皆
さんの理解と協力をお願いします。
　また、保険料の負担を軽減するため、一人ひとりができ
るだけ長く健康でいることも大切です。ぜひ、日頃から健
康管理や適度な運動を心がけましょう。

介

支え合いでいつまでも安心な暮らし

介護保険の状況
■問合せ　健康福祉課介護保険グループ（☎ 74-3001）

介護保険の負担を抑えるためには、
みんなが健康でいることが大切な
んだね！

30



洞
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緊急通報システムを
貸し出します

■問合せ　健康福祉課福祉高齢者グループ（☎ 74-3001）

　　爺湖町では、疾患により特に注意が必要な高齢の人や身体に重度の障がいのある人の世帯に対して、24時
　　間対応可能な緊急通報用システムを設置することで、日常生活の安全を確保するサービスを提供しています。

対象者
① 65歳以上で心臓疾患や脳疾患、その他疾患などによ
り日常生活で特に注意を必要とするひとり暮らしの人
② 65歳以上で心臓疾患や脳疾患、その他疾患などによ
り日常生活で特に注意を必要とし、緊急時に同居者の
対応が困難な世帯に属する人
③身体障害者手帳１級・２級に該当する人で緊急時に
援護を必要とする人
※①～③と同等と認められる人も含みます。

サービス内容
・緊急通報システムを町負担で設置し、定期的に連絡
することで日常生活の安全を確保します。
・24時間体制で緊急通報を受け付け、必要に応じて協
力員への連絡や救急車の要請を行います。

サービス利用の流れ
①申請書の受け取り
　サービスの利用を希望される場合は、申請書類を渡
しますので、健康福祉課・洞爺総合支所庶務課・洞爺
湖温泉支所までお願いします。
②提出する書類
・緊急通報システム貸与申請書（協力員を原則３人登
録する必要があります）
・誓約書
・緊急通報システム協力員承諾書
③利用審査
　申請内容を審査して、貸与を決定（もしくは却下）
します。
④利用決定
　利用が決定したときに申請者に通知します。その後、
日程調整を行い、緊急通報システムを設置します。

注意事項
・原則、協力員は申請者で確保してください。
・緊急通報システム導入後に、住所・電話番号・家族・
協力員などに変更がある場合は、速やかに健康福祉課
まで連絡ください。
・緊急通報により消防隊員、協力員などが救護に出動
し、やむを得ない理由により家屋などの一部を棄損し
た場合、その修復について町は責任を負いません。
・機器の設置工事や月々の機器の借用（レンタル）に
ついては、町が費用を負担しますが、通話料、電気料、
電池交換などの経費は利用者の負担となります。
・機器を破損・紛失した場合は、実費での弁償となり
ますので注意ください。

緊急通報システムの種類
　利用者の住宅環境などに合わせてどちらかを選択できます。
緊急通報用電話機（ワイヤレスペンダント） モバイル型電話機

自宅の電話機に接続して設置し、ワイヤレスペンダン
トは自宅内のみで利用できます。大きなボタンのほう
が押しやすい人や主に自宅内で過ごされる人に適して
います。自宅に固定電話がある人のみ利用できます。

携帯電話と同じように、外でも利用可能で、小さなボ
タンを押すことができ、１人で外出することがある人
に適しています。自宅に固定電話が無い人も利用でき
ます。



　

三豊フレンドリーツアーで小学生来町�
洞爺湖町小学生と交流を深める

　
　
う
や
湖
水
泳
協
会
は
第
30
回
洞

　
　
爺
湖
町
水
泳
選
手
権
競
技
大
会

を
町
民
プ
ー
ル
で
開
催
し
、
洞
爺
湖

町
水
泳
少
年
団
や
伊
達
ス
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ
の
ほ
か
、
町
内
の
小
中
学
生

の
ス
イ
マ
ー
29
人
が
参
加
し
、
自
己

記
録
の
更
新
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
男
女
と
も
小
学
１・
２
年

生
、
同
３・
４
年
生
、
同
５・
６
年

生
、
中
学
生
、
一
般
の
年
齢
に
分
か

れ
、
種
目
は
14
種
類
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
選
手
た
ち
は
、
仲
間
や
家
族

の
声
援
を
背
に
、
力
強
い
泳
ぎ
を
披

露
し
ま
し
た
。

のわだい
まち
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自己ベストを目指す�
第 30回洞爺湖町水泳選手権競技大会

　
　
好
都
市
の
三
豊
市
か
ら
小
学
生　
　
　

　
　
が
３
泊
４
日
の
日
程
で
洞
爺
湖

町
に
来
町
し
、
地
元
小
学
生
と
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

来
町
し
た
の
は
、「
ふ
る
さ
と
・

ふ
れ
あ
い・フ
レ
ン
ド
リ
ー
ツ
ア
ー
」

の
小
学
６
年
生
23
人
と
引
率
者
3
人

の
総
勢
26
人
。

　
滞
在
中
に
は
、
中
島
散
策
や
火
山

科
学
館
の
見
学
な
ど
を
実
施
。
洞
爺

湖
で
は
カ
ヌ
ー
や
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
も

体
験
し
ま
し
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り

を
し
た
児
童
は
「
初
め
て
だ
け
ど
、

楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

地元新鮮野菜を販売�
ACとうや　野菜直売所

ジャガイモ堀りを楽しむ子どもたち勢いよくプールに飛び込む選手

スイートコーンを買い求めるお客さん

友

洞

と

心地よく観光客を迎えるために
洞爺湖をきれいに　中島清掃実施

　
　
爺
湖
町
・
豊
浦
町
に
在
住
す
る　
　

　
　

青
年
農
業
者
で
構
成
す
る

A
C
と
う
や
（
小
野
寺
勲
会
長
）

主
催
の
野
菜
直
売
所
が
、
虻
田
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
も
ぎ
取
っ
た
ば
か
り
の

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
約
2
0
0
本
の

他
、
大
根
や
ニ
ン
ジ
ン
、
長
ネ
ギ
な

ど
約
15
種
類
の
新
鮮
な
野
菜
や
果
物

が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。
小
野
寺
会
長

は
「
お
客
さ
ん
と
顔
を
合
わ
せ
て
販

売
す
る
機
会
を
大
切
に
し
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
　
爺
湖
町
文
化
団
体
協
議
会
（
越

　
　
前
谷
邦
夫
会
長
）
に
よ
る
、
洞

爺
湖
中
島
の
清
掃
が
行
わ
れ
、
会
員

30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
団
体
は
、
平
成
18
年
か
ら
洞
爺

湖
中
島
の
清
掃
を
毎
年
行
っ
て
い

て
、
今
年
で
14
回
目
。
越
前
谷
会
長

は
「
洞
爺
湖
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
中

島
を
き
れ
い
に
し
て
、
心
地
よ
く
観

光
客
を
迎
え
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
洞
爺
湖
中
島
の
清
掃
を

行
っ
た
後
、
マ
イ
ム
マ
イ
ム
や
盆
踊

り
な
ど
で
会
員
の
交
流
を
深
め
ま
し

た
。 洞

中島の清掃を行った会員

８
31

８
24 23

８ ～ 26
８

８
24
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
15
回
収
穫
う
ま
い
も
の
市

　
　
P
O
法
人
洞
爺
ま
ち
づ
く
り

観
光
協
会
主
催
）
が
と
う
や
水
の
駅

ふ
れ
あ
い
広
場
で
行
わ
れ
、
旬
の
味

覚
を
求
め
て
、
多
く
の
お
客
さ
ん
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

特
設
会
場
で
は
焼
き
そ
ば
や
か

き
氷
な
ど
の
屋
台
が
並
び
、
タ
マ

ネ
ギ
や
ダ
イ
コ
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

ニ
ン
ジ
ン
の
野
菜
詰
め
放
題
で
は
、

お
客
さ
ん
が
袋
い
っ
ぱ
い
に
野
菜

を
詰
め
て
い
ま
し
た
。
８
日
に
は
、

H
O
N
D
A
バ
イ
ク
オ
ー
ナ
ー
ズ

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

旬の味覚を楽しむ
とうや水の駅　収穫うまいもの市

　
　
月
末
に
養
護
老
人
ホ
ー
ム
幸
生

　
　
園
の
畑
に
植
え
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
収
穫
を
入
江
・
本
町
保
育
所
の
幼

児
15
人
で
行
い
ま
し
た
。

　
幼
児
は
「
こ
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
形

が
い
い
」「
す
ご
く
大
き
い
の
見
つ

け
た
」
な
ど
と
自
分
た
ち
が
植
え
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
を
喜
び
、
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
収
穫
後
は
、
ふ
る
里
の
丘
総
合
福

祉
館
内
の
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
ふ
れ

あ
い
広
場
で
、
同
園
や
ケ
ア
ハ
ウ
ス

の
入
居
者
に
歌
や
踊
り
な
ど
を
披
露

し
ま
し
た
。

幼児たちとのふれあいを楽しむ�
芋掘り交流会実施

　
　
式
会
社
高
橋
建
設
（
高
橋
哲
也　
　

　
　
社
長
）
が
大
原
調
整
池
の
環
境

整
備
や
維
持
管
理
の
軽
減
に
貢
献
し

た
こ
と
か
ら
、
町
長
室
で
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
は
施
工
に
も
携
わ
っ
た
畑
地

か
ん
が
い
施
設
で
あ
る
大
原
調
整
池

の
法
面
部
分
の
草
刈
作
業
を
平
成
20

年
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
し
、

今
年
は
20
人
の
従
業
員
が
参
加
。

　

感
謝
状
を
授
与
し
た
高
橋
社
長

は
、「
地
域
貢
献
と
し
て
、
今
後
も

活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

地域貢献のために奉仕活動
株式会社高橋建設に感謝状

　
　
江
保
育
所
で
停
電
と
な
っ
た
状

　
　
況
を
想
定
し
た
地
震
の
避
難
訓

練
を
幼
児
36
人
を
対
象
に
実
施
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
訓
練
で
は
、
初
め
て
ア
ル

フ
ァ
米
を
試
食
。
幼
児
た
ち
に
災
害

時
と
普
段
の
食
事
の
容
器
や
コ
メ
の

炊
き
方
の
違
い
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ル
フ
ァ
米
を
見
た
幼
児
は
「
い

つ
も
の
コ
メ
と
色
や
形
が
違
う
」
と

普
段
食
べ
て
い
る
コ
メ
と
比
較
し
な

が
ら
ア
ル
フ
ァ
米
を
使
っ
た
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

災害時の食事を体験
アルファ米を試食

アルファ米を使ったカレーライスを食べる幼児たち

袋いっぱいに野菜を詰めるお客さん

感謝状を授与した株式会社高橋建設高橋社長

５

株 入

ジャガイモの収穫を楽しむ幼児たち

９
18

９
５

第

（
N

９
７
９
８・

９
９
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納
め
た
国
民
年
金
保
険
料

は
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
で
す

暮
ら
し お知らせ

information

「
す
ぐ
に
簡
単
に
稼
げ
る
」

と
い
っ
た
、
う
ま
い
話
の

契
約
に
待
っ
た
！

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法

お
よ
び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険

や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料

を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課

税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
は
、
平
成
31
年
１

月
か
ら
令
和
元
年
12
月
ま
で
に
納

め
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去

の
年
度
分
の
保
険
料
や
追
納
さ
れ

た
保
険
料
も
含
み
ま
す
。
自
分
の

保
険
料
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
負

担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料

も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　
本
年
中
に
納
め
た
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、

保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

元
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
に
は
、

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
送
ら
れ
て
く
る
予

定
で
す
。
申
告
書
提
出
の
と
き
に

は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収

書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人

に
は
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
ら
れ

る
予
定
で
す
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室　
☎
0
1
4
3

－

50

－

1
0
0
4
）
／
住
民
課

住
民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎

国
民
年
金
か
ら

を掲載しませんか広告に
　町では、広報とうやこに民間の企業や自営業の人
の広告を掲載することで地域経済の活性化を図るた
め、広告を募集しています。
　締切は発行月の前月５日までです。掲載料や手続
きは、問い合わせください。
■問合せ　企画防災課広報統計グループ（☎ 74-3004）

とうやこ

74

－

3
0
0
2
）

　
「
1
日
短
時
間
の
作
業
で
月

50
万
円
以
上
簡
単
に
稼
げ
る
」「
ス

マ
ホ
の
ク
リ
ッ
ク
作
業
だ
け
で
月

10
万
円
稼
げ
る
」
な
ど
と
う
た

う「
情
報
商
材
」
の
契
約
で
の
消

費
者
被
害
が
多
数
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
「
情
報
商
材
」
と
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、
副
業
や
投
資

な
ど
で
高
額
収
入
を
得
る
た
め
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
フ
ァ
イ
ル
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
な
ど
の
方
法
で
提
供
す
る

も
の
で
す
。
手
口
と
し
て
は「
す

ぐ
に
元
が
取
れ
る
か
ら
大
丈
夫
」

「
儲
か
る
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
」

な
ど
を
う
た
い
文
句
に
、
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
勧
誘
を
迫
り
ま

す
。
最
初
は
安
価
な
金
額
で
の
購

入
を
勧
め
、「
高
収
益
の
た
め
に

さ
ら
に
他
の
契
約
が
必
要
」
と

次
々
と
追
加
契
約
を
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
支
払
え
な
い
場
合
、
消
費
者

金
融
を
紹
介
し
て
支
払
い
を
指
示

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
実
際
に
、
次
の
よ
う
な
事
例
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
で
、「
誰
で
も
簡
単
に

儲
か
る
」
と
い
う
広
告
や
配
信
さ

れ
て
い
た
動
画
を
見
た
。
動
画
に

出
て
く
る
人
物
が
、「
短
時
間
、

短
期
間
で
高
収
入
を
得
て
い
る
」

と
言
っ
て
、
自
信
に
満
ち
溢
れ
て

い
た
姿
を
見
て
す
っ
か
り
信
じ
て

し
ま
っ
た
。
自
分
で
も
や
れ
そ
う

な
気
に
な
り
、
そ
の
人
物
が「
先

着
５
人
だ
け
資
産
運
用
ツ
ー
ル
を

20
万
円
で
購
入
で
き
る
」
と
紹
介

し
て
い
た
の
で
、
購
入
を
決
め
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
決
済
し
た
。

す
ぐ
に
資
産
運
用
ツ
ー
ル
と
い
う

Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
情
報
商
材
が
メ
ー

ル
で
送
ら
れ
て
き
た
が
、
読
ん
で

も
よ
く
わ
か
ら
ず
、解
約
し
た
い
。

　
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
次
の
点

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
簡
単
な
作
業
だ
け
で
高
収
入
が

得
ら
れ
る
と
い
う
う
ま
い
話
は
あ

り
ま
せ
ん
。
体
験
談
や
業
者
の
説

明
を
う
の
み
に
せ
ず
、
第
三
者
の

意
見
を
聞
く
な
ど
し
て
冷
静
に
判

断
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
情
報
商
材
は
契
約
前
に
中
身
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

う
ま
い
話
で
も
業
務
内
容
な
ど
が

確
認
で
き
ず
に
怪
し
い
と
思
っ
た
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運転免許更新時講習日程
場所　だて歴史の杜カルチャーセンター
■ 10月
優良（30分）
21日（月）13：30～　24日（木）13：30～
一般（60分）
21日（月）14：30～
違反（120分）
18日（金）18：30～　24日（木）14：30～
初回（120分）
16日（水）18：30～

■ 11月
優良（30分）
５日（火）18：30～　11日（月）13：30～
一般（60分）
５日（火）19：30～　11日（月）14：30～
違反（120分）
８日（金）18：30～
初回（120分）
14日（木）13：30～

お知らせ

消
費
者
被
害
相
談
は「
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
1
8
8
」
へ
！

　
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る
被
害
や

商
品
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
苦
情
や

問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
相
談
や

悩
み
を
抱
え
込
ん
で
い
る
と
き
は

迷
わ
ず
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

１
８
８
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１
８
８
に
電
話
す
る
と
入
力
案

内
音
声
が
流
れ
、
洞
爺
湖
町
役
場

な
ど
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
案

内
し
ま
す
。

■
平
　
日　
８
時
45
分
～
17
時
30

分　
洞
爺
湖
町
役
場

■
土
日
祝
日　
10
時
～
16
時　
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー（
年
末
年
始
は

除
く
）

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
５
）

伊
達
警
察
署
か
ら

■
運
動
期
間　

10
月
11
日（
金
）

～
10
月
20
日（
日
）
の
10
日
間

■
運
動
重
点

①
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防

止②
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

◆
10
月
11
日
は「
安
全
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
の
日
」
で
す

　
人
と
人
の
絆
を
強
め
る
と
と
も

に
、
防
犯
意
識
を
高
め
、
犯
罪
の

な
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
北
海
道

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
日

国民健康保険健康優良家庭表彰
　洞爺湖町に在住し国民健康保険に加入している世帯で、保険税を完納し、まったく病院にかからなかった
健康優良家庭に贈られます。これからも元気で健やかにお過ごしください。
●15年	 ▷宮下洋一さん▷佐藤和光さん
●14年	 ▷賀上敏洋さん
●11年	 ▷武川春代さん
●８年	 ▷加藤良一さん
●７年	 ▷齋藤裕一さん▷大平隆盛さん▷打田正幸さ
　　　　ん
●６年	 ▷藤井由美子さん▷関村美保子さん▷和田泰　　
　　　　光さん▷渡邊繁美さん
●４年	 ▷賀上光洋さん▷宮崎太洋さん
●３年	 ▷磯野憲子さん▷野坂とし子さん▷高橋かね　
　　　　よさん▷馬場和美さん▷髙橋喜代子さん▷大　
　　　　手輝義さん▷表芳幸さん▷川村秀昭さん▷佐　　　　
　　　　藤実さん▷松岡春夫さん
●２年	 ▷尾崎秀弘さん▷田中利一さん▷毛利トヨさ
　　　　ん▷高橋榮三郎さん▷岸洋美さん▷佐藤勝雄

　　　　さん▷秋山吉一郎さん▷小山敏明さん　　　
　　　　▷大西ユリ子さん▷森幸男さん▷二ノ宮
　　　　仁男さん▷橋浦仁さん
●１年　▷岩渕美久さん▷土屋智義さん▷田中豐さん　
　　　　▷小林義忠さん▷髙瀨健二さん▷草野進さん　
　　　　▷大友靖子さん▷佐藤郁子さん▷熊井陽子さ
　　　　ん▷近藤由美子さん▷桑原文子さん▷田村秀
　　　　夫さん▷畠山政幸さん▷大石愛子さん▷木須
　　　　守さん▷杉上義弘さん▷荒幡加代子さん▷峠
　　　　谷誠さん▷大黑武彦さん▷佐藤あゆみさん▷
　　　　鈴木友紀さん▷東茂さん▷小倉広幸さん▷
　　　　佐々木誠さん▷松森宏一さん▷眞栁拓史さん
　　　　▷石川博さん▷田代潤さん▷髙橋幸浩さん▷
　　　　三上昭裕さん▷堤和久さん

　
現
在
、
依
存
症
は
、
ア
ル
コ
ー

ル
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。

　
恋
愛
依
存
や
買
い
物
依
存
、
薬

物
依
存
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
、
最
近

で
は
ネ
ッ
ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
依
存

な
ど
が
若
者
を
中
心
に
増
え
て
い

て
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
予
備
軍

な
ど
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
依
存
症
に
関
す
る
基
本
的
な
知

令
和
元
年
度
　
室
蘭
地
方

精
神
保
健
協
会
講
演
会

識
、
回
復
に
向
け
た
方
法
、
周
囲

の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時　
10
月
31
日（
木
）
14

時
～
16
時（
受
付
13
時
30
分
～
）

■
場
　
所　
む
ろ
ら
ん
広
域
セ
ン

タ
ー
ビ
ル　
３
階
大
会
議
室
Ａ

■
対
象
者　
地
域
住
民
、
関
係
機

関
職
員
、
興
味
・
関
心
が
あ
る
人

■
参
加
費　
無
料

■
問
合
せ・
申
込
み
　
室
蘭
地
方

精
神
保
健
協
会
事
務
局（
室
蘭
保

健
所
）（
☎
0
1
4
3

－

24

－
9
8
4
3
）

ら
、
契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
５
）
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お知らせ

不
正
軽
油
は
犯
罪
で
す

　

北
海
道
で
は
、
不
正
軽
油
を

「
作
ら
な
い
」「
売
ら
な
い
」「
買

わ
な
い
」「
使
わ
な
い
」
を
合
言

葉
に
関
係
団
体
と
と
も
に
不
正
軽

油
撲
滅
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
不
正
軽
油
に
関

す
る
情
報
が
あ
れ
ば「
不
正
軽
油

1
1
0
番
」（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
8
0
0

－

8
0
0
2

－

1
1
0
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

胆
振
総
合
振
興

局
課
税
課
事
業
税
間
税
係（
☎

0
1
4
3

－

24

－

9
5
8
2
）

行
　
政

令
和
元
年
度

洞
爺
湖
町
表
彰
式

　
令
和
元
年
度
洞
爺
湖
町
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

洞
爺
湖
町
の
発
展
に
功
績
の

あ
っ
た
人
、
各
分
野
に
お
い
て
貢

献
の
あ
っ
た
人
に
対
し
て
表
彰
状

の
授
与
を
行
い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
出
席
に
よ
り

消
費
者
啓
発
パ
ネ
ル
展
の

開
催

　
悪
質
商
法
、
振
込
め
詐
欺
な
ど

に
よ
る
消
費
者
被
害
を
未
然
に
防

げ
る
よ
う
に
啓
発
用
パ
ネ
ル
の
展

示
を
行
い
ま
す
。

■
日
　
時

11
月
６
日（
水
）
～

13
日（
水
）

■
場
　
所　
役
場
町
民
ロ
ビ
ー
と

洞
爺
総
合
支
所
ロ
ビ
ー

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－
3
0
0
5
）

公
共
工
事
の
契
約
状
況
の

お
知
ら
せ

■
工
事
名
　
月
浦
浄
水
場　
膜
ろ

過
装
置
更
新
工
事

■
請
負
業
者
　
ゴ
ウ
ダ
・
齊
藤
経

常
建
設
共
同
企
業
体

■
契
約
金
額
　
7
、9
3
8
万
円

祝
福
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
表
彰

式
に
ぜ
ひ
出
席
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

11
月
３
日（
日
）　
10

時
～

■
場
　
所　
洞
爺
湖
町
役
場
防
災

研
修
ホ
ー
ル

■
問
合
せ

総
務
課
庶
務
・
職
員

グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
0
）

■
工
　
期
　
令
和
２
年
２
月
28
日

ま
で　

■
工
事
場
所
　
月
浦
浄
水
場

■
工
事
概
要
　
更
新
対
象
膜
ろ
過

装
置
３
基　
膜
モ
ジ
ュ
ー
ル
更
新

台
数
36
台（
１
基
当
た
り
12
台
）

■
問
合
せ
　
総
務
課
管
財
・
情
報

グ
ル
ー
プ（
☎
74
－
3
0
0
0
）

救急医療情報キットを交付します
　洞爺湖町では、高齢者の安全・安心を確保することを目的に「救急医療情報キット」を希望する人に無償で交付します。

対 象 者
① 65歳以上で、一人暮らしまたは老人
夫婦のみの世帯
②突発的に生命に関わる危険な症状の
発生する持病がある人
③その他町長が適当と認める人

交付申請
交付を希望する人は、申請書を健康福
祉課、洞爺湖温泉支所、洞爺総合支所
に提出して下さい。

問 合 せ 洞爺湖町役場総務部健康福祉課福祉・高齢
者グループ（☎ 74-3001）

内　　容
①保管容器
②救急医療情報カード
③保管場所明示ステッカー

入れるもの
①救急医療情報カード（緊急連絡先、かかり
つけ医、緊急時の対応方法を記載したもの）
②写真（本人と確認できるもの）
③健康保険証の写し
④診察券の写し
⑤薬剤情報提供書の写し、または、お薬手
帳の写し
※②～⑤は本人で用意してください。

①冷蔵庫ドアの外側にステッカーが貼って
ある場合は、本人の同意を得ることなく、
救急医療キットを取り出すことがあります。
②救急医療キットは、救急隊が救急活動に
必要と判断した場合に活用します。
③救急活動において、搬送先の医療機関を
決める場合、救急情報カードに記載された
かかりつけ医に搬送できない場合がありま
す。

注意事項

2
0
2
0
年

農
林
業
セ
ン
サ
ス
実
施

　
農
林
水
産
省
で
は
、
令
和
２
年

２
月
１
日
現
在
で
、「
2
0
2
0

年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
農
林
業
・

農
山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。

　
令
和
元
年
12
月
中
旬
か
ら
調
査

員
が
農
林
業
を
営
ん
で
い
る
皆
さ

ん
の
と
こ
ろ
を
訪
問
し
て
、
調
査

票
に
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項

は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用

し
ま
せ
ん
の
で
、
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
合
せ

企
画
防
災
課
広

報
統
計
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
４
）

保管場所
冷蔵庫の扉にステッカー
を貼ります。
救急医療情報キットは、
冷蔵庫内の判りやすい場
所に入れてください。

救急医療情報キット
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お知らせ

自
衛
官
募
集

■
募
集
種
目
　
自
衛
官
候
補
生

■
資
　
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

の
男
女

■
受
付
期
間
　
11
月
14
日（
木
）

ま
で

■
試
験
日
　
11
月
23
日（
土
）
～

24
日（
日
）
の
い
ず
れ
か
１
日

■
問
合
せ　
防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
事
務
所（
☎

0
1
4
3

－

44

－

9
5
3
3
）

　

町
で
は
、
い
い
歯
の
日「
歯

科
健
康
教
室
」
で
、
国
と
日
本

歯
科
医
師
会
が
推
進
し
て
い
る

8
0
2
0
運
動
に
基
づ
き
、
80
歳

以
上
の
高
齢
者
で
20
本
以
上
の
自

分
の
歯
を
持
ち
、
永
年
に
わ
た
り

健
康
な
口
腔
環
境
を
維
持
し
て
い

る
人
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。
併

せ
て
、
室
蘭
歯
科
医
師
会
か
ら

8
0
2
0
賞
も
贈
ら
れ
ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
10
日（
日
）
10

時
～

■
場
　
所
　
伊
達
市
保
健
セ
ン

タ
ー

■
対
　
象
　
昭
和
14
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
満
80
歳
以
上
の

人
で
、
か
か
り
付
け
歯
科
医
師
の

推
薦
ま
た
は
自
薦
の
人
。

　

自
薦
の
場
合
は
、
10
月
18
日

（
金
）
ま
で
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
共
　
催
　
室
蘭
歯
科
医
師
会

■
問
合
せ
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

8
0
2
0
健
康
賞
表
彰
式

相
　
談

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」
開
催

　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
　
時　
10
月
19
日（
土
）、
11

月
16
日（
土
）
９
時
30
分
～
12
時

■
場
　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８　

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

　
洞
爺
湖
町
で
は
施
設
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
民
間
事
業
所
が
所
有
す
る
専
門

性
や
創
意
工
夫
を
活
か
す
こ
と

で
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経

費
削
減
を
図
り
効
率
的
で
効
果
的

な
運
営
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
指

定
管
理
者
期
間
が
令
和
２
年
３
月

31
日
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
次

期
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
を
公

募
し
、
管
理
運
営
に
つ
い
て
創
意

工
夫
の
あ
る
提
案
を
募
集
し
ま

す
。

■
告
示
期
間
　
10
月
10
日（
木
）

～
10
月
23
日（
水
）
ま
で

■
募
集
期
間
　
10
月
24
日（
木
）

～
11
月
６
日（
水
）（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

ま
で
）

■
公
募
施
設　

①
歴
史
公
園
夕
日
ヶ
丘
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場

②
洞
爺
湖
森
林
博
物
館（
洞
爺
湖

募
　
集

指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す

　
清
掃
活
動
や
登
山
道
整
備
、
外

来
種
駆
除
な
ど
自
然
を
守
る
活
動

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
で
活
躍
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
た
め
の

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
17
日（
日
）
９

時
30
分
～
15
時
45
分

■
場
　
所
　
洞
爺
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー

■
対
　
象　
18
歳
以
上
で
自
然
が

好
き
な
人

支
笏
洞
爺
国
立
公
園

パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
65
歳
以
上
の
働
く
高
齢
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
草
刈
り
、
草
取

り
、
庭
木
の
剪
定
な
ど
の
仕
事
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
　
洞
爺
湖
町
高
齢
者
事

業
団（
☎
76

－

2
0
0
9
）

働
く
高
齢
者
募
集

中
島
）

■
問
合
せ
　
観
光
振
興
課
観

光
振
興
グ
ル
ー
プ（
☎
75

－

4
4
0
0
）

■
定
　
員　
20
人
程
度

■
申
込
期
限　
11
月
８
日（
金
）

■
問
合
せ
・
申
込
み　

環
境
省

洞
爺
湖
管
理
官
事
務
所（
☎
73

－

2
6
0
0
）

さ
わ
や
か（
☎
76

－

4
0
0
6
）

「
バ
ス
運
転
手
・
合
同
採
用

説
明
会
」
参
加
者
募
集

　
北
海
道
バ
ス
協
会
と
北
海
道
の

連
携
の
も
と
、
バ
ス
事
業
者
参
画

に
よ
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
バ
ス
事
業
者
で
は
、
運
転
手
の

高
齢
化
と
担
い
手
不
足
な
ど
に
よ

り
、
運
転
手
不
足
が
続
い
て
い
ま

す
。バ
ス
運
転
手
の
仕
事
に
興
味・

関
心
が
あ
る
人
は
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
日
　
時
　
11
月
２
日（
土
）
10

時
～
15
時　

■
場
　
所　
札
幌
運
転
免
許
試
験

場

■
対
象
者
　
バ
ス
運
転
手
の
仕
事

に
興
味
・
関
心
が
あ
り
、
バ
ス
会

社
へ
の
就
職
を
考
え
て
い
る
人

■
内
　
容
　
路
線
バ
ス
運
転
体
験

や
現
役
運
転
手
に
よ
る
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
、
バ
ス
会
社
に
よ
る

就
職
相
談
会
な
ど

■
問
合
せ
・
申
込
み
　
一
般

社
団
法
人
北
海
道
バ
ス
協
会

（
☎
0
1
1

－

6
2
1

－

4
1
6
1
）



  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故傳登さん
■８月 21日死去■ 96歳■遺族は哲也さん■美沢西

故田中篤之助さん
■８月 21日死去■ 86歳■遺族は智恵さん■花和区

故佐々木スズ子さん
■９月７日死去■ 92歳■遺族は三浦勲さん■清水区

８月20日から９月19日届出分

　窓口へ届出があり、広報紙への掲載を承諾
した人を掲載しています。

草
臥
れ
て
伸
ば
す
手
足
に
涼
あ
ら
た

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風　

向
日
葵
を
風
は
戦
禍
の
ご
と
倒
す

　
　
　

矢
野
知
子　
　
　
　

さ
ら
さ
ら
と
新
涼
撫
で
て
身
を
癒
す

　
　
　

小
笠
原
勇　
　
　

秋
彼
岸「
お
は
ぎ
」
作
る
掌
母
に
似
て

　
　

千
葉
征
子　
　

美
容
院
い
で
て
浜
風
涼
新
た

　
　
　

菅
原
敏
子　
　
　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

９
月
定
例
会

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

▽
傳
哲
也
さ
ん（
美
沢
西
）
は

10
万
円

▽
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
苫
小
牧（
株
）

伊
達
支
店
は
5
万
８
千
円

<

寄
附
物
品>

▽
村
中
兼
一
さ
ん（
虻
５
区
）

▽
横
山
信
子
さ
ん（
温
８
区
）

▽
橋
本
義
孝
さ
ん（
入
１
区
）

▽
坂
井
千
枝
さ
ん（
温
３
区
）

▽
高
田
生
子
さ
ん（
虻
６
区
）

▽
佐
藤
壽
さ
ん（
泉
区
）

▽
安
富
隆
吉
さ
ん（
虻
４
区
）

▽
坂
上
昭
郎
さ
ん（
入
４
区
）

▽
洞
爺
観
光
ホ
テ
ル

▽
汽
船
会
社
羊
蹄
船
内
売
店

▽（
有
）
洞
爺
湖
汽
船
商
事
中
島

売
店

▽
虻
田
郵
便
局

生
活
、
仕
事
、
家
計
の
悩
み・

困
り
ご
と
相
談
会

　
生
活
費
に
困
っ
て
い
る
、
仕
事

が
中
々
決
ま
ら
な
い
な
ど
の
悩

み
、
困
り
ご
と
の
相
談
を
広
く
受

け
付
け
ま
す
。

　
当
日
、
来
ら
れ
な
い
人
は
電
話

で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
日
　
時

10
月
25
日（
金
）　
13

時
～
14
時

■
場
　
所

洞
爺
湖
町
役
場

3
0
3
会
議
室

■
問
合
せ
　
生
活
就
労
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
い
ぶ
り（
☎
0
1
2
0

－

09

－

0
7
8
3
）

心
身
障
害
者
一
般
巡
回

相
談
の
開
催

　

北
海
道
立
心
身
障
害
者
総
合
相

談
所
に
よ
る
巡
回
相
談
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
　
時

12
月
９
日（
月
）
～

＜

洞
爺
地
区＞

■
日
　
時
　
11
月
７
日（
木
）
13

時
30
分
～
15
時

■
場
　
所

洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当

増
川
拓
弁
護
士（
北

海
道
み
ら
い
法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

12
月
12
日（
木
）

■
場
　
所　
伊
達
市（
後
日
、
参

加
者
に
直
接
案
内
し
ま
す
）

■
相
談
内
容

①
18
歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
や

知
的
障
が
い
者
の
人
た
ち
の
医
学

的
、
心
理
的
、
職
能
的
判
定
な
ど

②
補
装
具
の
処
方
や
適
合
判
定
な

ど③
そ
の
他
、
障
が
い
に
つ
い
て
の

専
門
的
相
談
な
ど

※
相
談
す
る
場
合
は
10
月
末
ま
で

に
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
事
前

に
聞
き
取
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
相
談
件
数
が
多
い
場
合
は
、
希

望
日
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
問
合
せ・
申
込
み　
健
康
福
祉

課
福
祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎

74

－

3
0
0
1
）

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

定
員（
３
人
）
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す

＜

虻
田
地
区＞

■
日
　
時

10
月
17
日（
木
）
13

時
30
分
～
15
時

■
場
　
所　
洞
爺
湖
町
役
場

■
担
　
当　

阿
部
洋
介
弁
護
士

（
北
海
道
み
ら
い
法
律
事
務
所
）

無
料
法
律
相
談
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社
会
を
明
る
く
す
る標

語
洞
爺
湖
町
虻
田
地
区
合
同
補
導
委
員
会
は
、

虻
田
地
区
の
各
小・
中・
高
等
学
校
を
通
じ
て

「
社
会
を
明
る
く
す
る
標
語
」
を
募
集
し
、
各

学
校
ご
と
の
優
秀
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

虻
田
小
学
校

虻
田
中
学
校

洞
爺
湖
温
泉
小
学
校

虻
田
高
校

　町内のボランティアサークルなな
かまどの会（坂井千枝会長）は、毎
年恒例となっている雑巾の寄贈を行
いました。
　９月２日、坂井会長と越後さんが
洞爺湖温泉小学校を訪れ、会員が手
縫いした雑巾 50枚を児童会長の越
後奏葉（そよ）さんに手渡しました。

　７月 31日に赤十字災害救援車
「博愛号」の引渡式が日本赤十字
社北海道支部駐車場（札幌市）で
行われ、車輌を引き受けました。
　今後は、地元奉仕団と連携を
図るなど、「博愛号」の有効利用
に努めて行きたいと思います。

日本赤十字災害救援車「博愛号」引渡式

ななかまどの会　雑巾寄贈

　９月上旬から中旬にかけて、各地域
で神社の祭典が行われ、獅子舞の奉納
や神輿の繰り出しなどで多くの住民
が楽しみました。

神社の祭典
各地域で

洞爺湖神社例大祭

洞爺八幡神社祭典 児童に雑巾を手渡す
坂井会長（左から２番目）

大
丈
夫
？

誤
解
を
生
ま
な
い
？　
そ
の
言
葉

１
年　
佐
々
木
康
予

あ
さ
が
お
が

ば
ー
ん
と
さ
い
た
よ　
う
れ
し
い
な

１
年　
伏
見
希
乃
華

み
ま
し
た
よ

い
ま
や
っ
た
こ
と　
正
し
い
の
？

５
年　
矢
田
に
こ

あ
い
さ
つ
で人の

印
象　
す
ぐ
変
わ
る

６
年　
渡
邉
胡
実

見
て
い
る
よ世の

目
人
の
目　
心
の
目

１
年　
古
川
心
湖

あ
い
さ
つ
は

世
界
を
変
え
る　
魔
法
だ
よ

１
年　
田
仁
優
策

は
げ
ま
し
は

み
ん
な
の
心
を　
つ
な
げ
ま
す

６
年　
土
田
真
心

や
め
な
さ
い

い
じ
わ
る
言
ば　
こ
わ
い
か
ら

２
年　
小
坂
龍
世

ご
め
ん
な
さ
い

言
わ
な
き
ゃ
そ
れ
が　
け
ん
か
の
種

４
年　
牛
島
岳
陽

ご
め
ん
な
さ
い

気
を
つ
け
て

軽
い
気
持
ち
の　
ル
ー
ル
違
反

１
年　
山
田
唯
衣　

大
丈
夫
？ネッ

ト
で
陰
口　
バ
レ
て
る
よ

１
年　
木
村
心　

自
然
災
害

﹁
い
つ
か
﹂
じ
ゃ
な
く
て　
﹁
い
ま
﹂
準
備

３
年　
齋
藤
雅
也　

「博愛号」を引き渡す日本赤十字社
北海道支部橋田雄一事務局次長



ようこそ洞爺湖町へ

　洞爺国際交流協会は９月 13日、歓迎レセプション
を洞爺総合センターで開催し、会員など約 30人が参
加しました。
　岡本拓也会長の歓迎のあいさつの後、英国青年２人
が紹介され、「これからよろしくお願いします」と日
本語であいさつし、会員と交流しました。

英国ボ
ランティア青年

今　　年も英国からのボランティア青年２人が来町しました。９月12日には、洞爺湖町役場を訪れ、　　真屋町長にあいさつをしました。２人は、約１年間町内に在住し、英語教室など町民と触れ合
う中で日本の文化を学びます。町の中で見かけたら気軽に声をかけてあげてください。

生年月日　2001年７月 10日生まれ
出 身 地　イギリス　ブリッジェンド
将来の夢　メディア関係の仕事をしたい

̶ 洞爺湖町の第一印象は？
洞爺湖町はとても美しく、地域の皆さんが僕た
ちを歓迎してくれて温かいまちだと感じました。
̶ 洞爺湖町での１年間をどう過ごしたいです
か？
この地域の人と関わっていく中で、日本語を学
んでいきたいです。
̶ 町民へ一言
この町でとても素晴らしい１年を過ごしてい
きたいです。

広報とうやこ　2019 年 10 月17

ダニエル・アーサー さん ベ ン・ ル デ ン さん
profi le profi le

生年月日　2001年３月 28日生まれ
出 身 地 スコットランド　ノース・ラナークシャ―
将来の夢　世界旅行をすること

̶ 洞爺湖町の第一印象は？
洞爺湖町はとても美しく、落ち着く場所だとじ
ました。
̶ 洞爺湖町での１年間をどう過ごしたいです
か？
自分ができる範囲でこの町のために貢献して、
日本やこの町のことを学んでいきたいです。
̶ 町民へ一言
この町で暮らせることに喜びを感じています。
この１年間でのたくさんの経験を大事にして
いきたいです。

英国ボランティア青年歓迎レセプション

記念品を受け取る
英国ボランティア青年



さわやかだ
より

問合せ　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）

始めませんか？

と のために健康 のためにのために笑顔
始めませんか？始めませんか？トレーニング

　トレーニングを行うことで「体重が減る」「体型がスマートになる」「血圧が正常になる」「血糖値が下がる」「コ
レステロール値が下がる」「疲れにくくなる」「肩こり・腰痛が楽になる」などの実例があります。
　各種トレーニング機器を利用して心肺機能や筋力を高めませんか。

開館日時
健康福祉センター内トレーニング室
火・木・土曜日・・・13 時～ 20 時 30 分
日曜日・・・・・・・10 時～ 17 時 30 分

洞爺ふれ愛センター内トレーニング室
月～金曜日・・・・・８時 45 分～ 17 時 30 分
※祝日・年末年始は休館となります。

料　金
１ 日 券 200 円
回 数 券 2,000 円（１日券 11 枚つづり）
1 カ月券 1,500 円
１ 年 券 10,000 円

　各券の販売はトレーニング室受付で行っています。
　１年券購入時は写真が必要となります。（縦 2.5 セ
ンチ×横２センチ）
　券は両トレーニング室で共通して使用できます。
※ 75 歳以上は無料です。

利用に関して
　運動用シューズ（外靴では入れません）、運動にあっ
た服装、着替え、タオルなどを準備してください。健
康福祉センターさわやか内トレーニング室には、ロッ
カー ( １回 100 円、利用後は料金が返却されます )、
更衣室、シャワー室が設置されています。

利用できる人
　原則として高校生以上の人が利用できます。
　ただし、医師から運動を禁止されている人や飲酒し
ている人、迷惑行為などある人の場合は利用できない
場合があります。

・体調が悪いときや空腹時、食事直後のトレーニング
は避けてください。
・運動を行う前には十分な準備体操を行いましょう。
運動終了後はクールダウンのためにストレッチなどを
行い、疲労が残らないようにしましょう。
・トレーニングの基本は、無理せず行うことです。ど
の運動もしっかりと呼吸をして身体の中に酸素を取り
入れながら、ゆっくり行ってください。
・ランニングマシーンやエアロバイクなどのトレーニ
ング機器は精密機械です。乱暴に使うと故障の原因と
なるので、丁寧に使用してください。また、正しい利
用方法を守ってください。

・トレーニング機器を利用したとき、機器やマットを
汗などで汚した場合は、自分で拭いてきれいにしてく
ださい。
・運動中に気分が悪くなったら、すぐにトレーニング
を中止し、係員に連絡してください。
・貴重品は必ず各自で管理してください。（紛失など
の責任は一切負いません。）
・係員はトレーニング機器の説明はしますが、トレー
ニングの指導は行いません。
・トレーニング室内の飲食は禁止です。飲食はホール
を利用ください。

注意してほしいこと

18広報とうやこ　2019 年 10 月



vol.19

あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家 （☎ 75-4702）

［時間］10 時～ 15 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
から家読 の

新
刊
案
内

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
利
尻
・
礼
文　
花

と
自
然
の
二
島
物
語
（
杣
田
美
野

里
・
宮
本
誠
一
郎
）
▽
秘
密
の
ス

ト
ッ
ク
レ
シ
ピ
（
白
崎
裕
子
）
▽

て
ん
げ
ん
つ
う
（
畠
中
恵
）
▽
月

人
壮
士
（
澤
田
瞳
子
）
▽
幻
夏

（
太
田
愛
）
▽
ノ
ー
サ
イ
ド・ゲ
ー

ム
（
池
井
戸
潤
）
▽
我
ら
が
少
女

Ａ
（
髙
村
薫
）
▽
と
む
ら
い
屋
颯

太
（
梶
よ
う
子
）

＜

児
童
書＞
▽
ま
い
に
ち
が
プ
レ

ゼ
ン
ト（
い
も
と
よ
う
こ
）▽
れ
い

ぞ
う
こ
の
お
く
の
お
く
（
う
え
だ

し
げ
こ
）
▽
ぼ
く
の
お
ふ
ろ
（
鈴

木
の
り
た
け
）
▽
ぼ
く
の
ト
イ
レ

（
鈴
木
の
り
た
け
）▽
ぼ
く
の
ふ
と

ん
（
鈴
木
の
り
た
け
）

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
旧
友
再
会
（
重
松

清
）
▽
緋
の
河
（
桜
木
柴
乃
）
▽

宝
島
（
真
藤
順
丈
）
▽
マ
ジ
カ
ル

グ
ラ
ン
マ
（
柚
木
麻
子
）
▽
平
場

の
月
（
朝
倉
か
す
み
）
▽
ト
リ
ニ

テ
ィ
（
窪
美
澄
）
▽
流
星
コ
ー
リ

ン
グ
（
河
邉
徹
）
▽
こ
の
橋
を
わ

た
っ
て
（
新
井
素
子
）

＜

児
童
書＞

▽
ル
ビ
と
し
っ
ぽ
の

秘
密　
本
屋
の
ル
ビ
ね
こ
（
野
中

柊
著
／
松
本
圭
以
子
絵
）
▽
そ
れ

で
も
が
ん
ば
る
！
ど
ん
ま
い
な
犬

と
猫
図
鑑（
今
泉
忠
明
）▽
ま
ん
が

で
わ
か
る
偉
人
伝　
日
本
を
動
か

し
た
3
1
2
人
（
よ
だ
ひ
で
き
）

▽
５
秒
後
に
意
外
な
結
末　
パ
ン

ド
ラ
の
赤
い
箱
（
桃
戸
ハ
ル
著
／

u
s
i
絵
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一
　
般＞

▷
Ｒ
ｅ
d
（
島
本
理

生
︶
▽
怪
物
の
木
こ
り
（
倉
井
眉

介
）▽
光
ま
で
５
分（
桜
木
柴
乃
）

＜

児
童
書＞

▽
１
ね
ん
１
く
み
の

１
に
ち（
川
島
敏
生
）▽
め
ん　
た

べ
よ
う
！
（
小
西
英
子
）
▽
も
っ

た
い
な
い
ば
あ
さ
ん　
か
わ
を
ゆ

く
（
真
珠
ま
り
こ
）

森のネズミのてんらん会
岡野薫子作／上条滝子絵

山荘に遊びにきた女の子と、森
のネズミたちがてんらん会をひら
きます。森のなかでは、ヒメネズ
ミたちが、たのしそうに歌をうた
いながら、作品づくり。森のネズ
ミの美術館でひらかれる、おもし
ろいお話です。（あぶた読書の家所
蔵）

今月の
１冊

絵本の玉手箱　10 月のおはなし会
■日　時 ① 10 月 18 日（金）14 時
～ 15 時 30 分② 10 月 14 日（月）・11
月４日（月）10 時～ 11 時 30 分
■場　所　①あぶた読書の家②あぶた母
と子の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会　読み聞かせ
■日　時 10 月 25 日（金）14 時 40 分
～ 15 時 10 分
■場　所　あぶた読書の家
■問合せ　松本（☎ 76-2613）

今月の
リポーター
平岡龍さん

私
　
　

が
洞
爺
湖
町
に
来
て
１
年

　
　
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
町

に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
た
と

い
う
実
感
も
あ
り
ま
す
。

　
私
は
道
の
駅
あ
ぷ
た
で
販
売

推
進
な
ど
を
行
っ
て
い
て
、
洞

爺
湖
町
の
お
い
し
い
食
べ
物
や

素
晴
ら
し
い
も
の
を
地
元
の
人

や
観
光
客
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

関
西
に
住
ん
で
い
た
と
き

は
、
食
べ
物
の
旬
を
特
に
意
識

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
す
る

と
き
は
旬
を
気
に
せ
ず
年
中
売

っ
て
い
る
品
物
を
買
い
、
外
食

す
る
と
き
も
季
節
を
意
識
し
た

こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
。

　
洞
爺
湖
町
で
こ
の
仕
事
に
携

わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

食
べ
物
の
旬
と
、
地
産
地
消
を

強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
旬
の
食
べ
物
が
お
い
し

い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す

が
、
味
だ
け
で
は
な
く
情
緒
が

あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今

ま
で
失
っ
て
い
た
も
の
を
再
発

見
で
き
た
よ
う
で
う
れ
し
い
か

ぎ
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
実
り
の
秋
、
収

穫
の
秋
を
迎
え
、
新
米
の
他
に

も
た
く
さ
ん
の
旬
の
食
べ
物
が

出
て
く
る
の
で
、
私
も
で
き
る

限
り
食
べ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。
こ
の
１
年
で
洞
爺
湖
町
で

し
か
と
れ
な
い
も
の
や
有
名
な

も
の
を
い
ろ
い
ろ
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
知

識
を
身
に
つ
け
る
と
自
然
と
食

材
も
お
い
し
く
感
じ
て
き
ま

す
。

　
私
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
来
店
さ
れ

る
お
客
さ
ん
に
、
洞
爺
湖
町
の

食
べ
物
や
旬
の
味
覚
の
お
い
し

さ
と
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
。

平岡龍さん
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統
一
標
語

﹃
ひ
と
つ
ず
つ

い
い
ね
！
で
確
認

火
の
用
心
﹄

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
　
　
　
　
　

　
　
　
安
全
な
取
り
扱
い

秋
の
火
災
予
防
運
動
実
施

洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』

月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
の
17

　
日
間
に
わ
た
り
、
全
道
一
斉

に
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
寒

く
な
る
季
節
を
迎
え
、
暖
房
器
具

を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と

に
よ
り
発
生
す
る
火
災
を
防
ぐ
こ

と
が
目
的
で
す
。
火
災
に
よ
る
死

者
を
出
さ
な
い
た
め
に
、今
一
度
、

家
族
全
員
で
火
気
の
取
り
扱
い
の

話
し
合
い
や
暖
房
器
具
な
ど
の
チ

ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
消
防
署
で
は
期
間
中
、

車
両
広
報
や
消
防
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
街
づ
く

り
を
目
指
し
、
各
種
行
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

10

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
で
は

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
　
　
開
設
し
て
い
ま
す

　
各
種
試
験
案
内
・
講
習
会
の
お

知
ら
せ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設

置
や
消
火
器
点
検
内
容
、
各
種
届

出
・
申
請
様
式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
西
胆
振
行
政
事
務
組

合
消
防
本
部
は
、
広
報
発
信
の

た
め
公
式
F
a
c
e
b
o
o
k

を
開
設
し
ま
し
た
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
コ
メ
ン
ト
の
応
答
、

F
a
c
e
b
o
o
k
上
か
ら
の

緊
急
通
報
や
出
動
要
請
は
一
切
受

付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
つ

い
て
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://nfd119.sakura.ne.jp/

10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
季
節

が
変
わ
り
一
段
と
冷
え
込
む
季
節

に
な
り
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

暖
房
機
器
を
使
用
す
る
機
会
が
多

く
な
り
、
暖
房
機
器
か
ら
の
火
災

の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。

　
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
使
用
時
の
注
意
事
項

①
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
近
く
に
、
紙

や
衣
類
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ
ア
ス
プ

レ
ー
な
ど
の
引
火
の
危
険
性
が
あ

る
も
の
を
使
用
し
な
い
。

③
ス
ト
ー
ブ
の
真
上
に
洗
濯
物
を

干
さ
な
い
。

④
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
ス
ト
ー
ブ
と

接
触
し
な
い
よ
う
に
、
距
離
を
離

し
て
使
用
す
る
。

■
使
用
方
法
な
ど

①
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給
油
す
る

と
き
は
、
火
を
消
し
て
か
ら
行

う
。

②
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も

の
は
、
給
油
後
、
タ
ン
ク
の
ふ
た

を
確
実
に
閉
め
る
。

③
煙
突
は
金
属
の
支
線
（
針
金
な

ど
）
を
使
用
し
て
固
定
す
る
。

④
就
寝
時
や
外
出
時
に
は
、
火
が

完
全
に
消
火
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

⑤
使
用
す
る
前
に
は
、
十
分
な
点

検
・
整
備
を
行
い
、
故
障
し
て
い

る
場
合
は
専
門
業
者
へ
修
理
を
依

頼
す
る
。

災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
、
消
防
車
が
災
害
出
動
し

た
場
合
に
自
動
音
声
に
よ
る
災
害

案
内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
災

害
案
内
の
問
い
合
わ
せ
は
︻
災

害
案
内
☎
0
1
4
2

－

23

－

7
1
7
1
︼
と
な
り
ま
す
の
で
、

間
違
い
の
な
い
よ
う
利
用
く
だ
さ

い
。

　
も
し
も
、
目
の
前
で
人
が
倒
れ

た
ら
、
私
に
は
何
が
で
き
る
だ
ろ

う
？
胸
骨
圧
迫
や
人
工
呼
吸
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
け
が
の
手
当
な

ど
、
初
め
て
の
人
で
も
わ
か
り
や

す
い
講
習
内
容
と
な
っ
て
い
ま

救
命
講
習
の
ご
案
内

～
あ
な
た
に
救
え
る
生
命
が
あ
り
ま
す
～

す
。大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、

救
命
講
習
会
を
受
講
し
て
知
識
と

技
術
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

講
習
修
了
者
に
は
「
修
了
証
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
以
前
に
受

講
し
た
人
で
も
、
救
命
技
能
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
維
持
向
上
さ
せ
る

た
め
、
再
度
受
講
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
て
い
ま
す
。

■
日
　
時
　
12
月
15
日
（
日
）
９

時
～
12
時

■
場
　
所　
西
胆
振
行
政
事
務
組

合
伊
達
消
防
署
洞
爺
湖
支
署

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
み
　
洞
爺
湖
支
署
警
防
救

急
係
（
☎
76

－

2
1
1
9
）

■
締
　
切
　
12
月
14
日
（
土
）
ま

で
（
定
員
20
人
）
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ジオパーク通信

第 87号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより

広報とうやこ　2019 年 10 月21

自然災害への心構え
～世界各国の高校生が北海道で学ぶ～

　９月６日～ 11 日、「『世界津波の日』2019 高
校生サミット in 北海道」が札幌・奥尻島などで開
催され、洞爺湖有珠山ジオパークにも世界 16 か
国 96 人の高校生が研修に訪れました。
　「世界津波の日」高校生サミットとは、世界中の
高校生が自然災害とその対応について学び、将来
の地域づくりの土台にしてもらおうと設立された

国際会議です。
　火山の噴火をはじめ、津波や地震、土砂災害、
海水面の上昇など、国によって抱える自然災害は
さまざまですが、参加した高校生たちは有珠山噴
火などの噴火災害からの復興について熱心に学び、
壮瞥町では果物狩りで大地の実りを味わうなど充
実した２日間を過ごしました。　

【参加者の出身国】
米国、イタリア、カナダ、クッ
ク諸島、サモア、タイ、中国、
ドイツ、ニウエ、ニュージー
ランド、バヌアツ、ブラジル、
フランス、ペルー、ミクロネ
シア、メキシコ（計 16 か国）

世界地図で探してみよう！

『有珠山～最新の研究成果と火山活動の現状』
　2000 年（平成 12 年）の有珠山噴火から、もうすぐ 20 年になります。現在、有珠山とその周
辺には、さまざまな観測機器が設置され、観測が継続されています。
　今回、北海道内で火山研究に携わる人たちが集まる「火山勉強会」で、公開講演会が開催され
ることになりました。最新の研究成果や、観測データに基づいた有珠山の現状についての研究発
表が行われます。
　次の噴火に向けての備えを進めるきっかけとして、皆さんの参加をお待ちしています。

■日　時　10 月 26 日（土）17：00 ～ 18：30
■場　所　洞爺湖町役場３階防災研修ホール
■発表者　室蘭工業大学准教授　後藤芳彦氏　他
■主　催　北海道火山勉強会
■入場料　無料・申し込み不要
■問合せ　北海道火山勉強会事務局
　　　　　北海道大学大学院理学研究院内松本（☎ 011-706-3585）

講演会のお知らせ



３日（日）

特定健診、胃・大腸・前立腺がん検診、肝炎・エキノコッ
クス検診、ピロリ菌検査

６：00 ～
洞爺ふれ合いセンター（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

令和元年度洞爺湖町表彰式
洞爺湖町総合文化祭 < 町民囲碁大会＞

地域交流センター（☎ 76-2761 ＜葛西＞）

４日（月）
～６日（水）

特定健診、胃・大腸・前立腺がん検診、肝炎・エキノコッ
クス検診、ピロリ菌検査

６：00 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

５日（火） 津波避難訓練・防災講演会

６日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

６日（水）
～ 13 日（水） 消費者啓発パネル展

７日（木） 無料法律相談

８日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

９日（土）
町民感謝祭
洞爺湖町総合文化祭＜虻田吹奏楽団演奏会＞

虻田ふれ合いセンター（☎ 76-2761 ＜葛西＞）

10 日（日） ネイチャービンゴで秋を楽しもう
8020 健康賞表彰式

11 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

時間

９月７日（土）
～10月14日（月） 秋特別展　小宮伸二展

10 月５日（土）
～ 20 日（日） 小中学生作品展

10 日（木）
げんきクラブ

13：30 ～ 15：00
洞爺温泉病院（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

11 日（金）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

14 日（月）
洞爺湖スポーツまつり 2019

8：50 ～ 12：00
あぶた体育館（☎ 080-3233-2587 山﨑）

16 日（水）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：30
健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）

17 日（木）
コグニの集い

13：30 ～ 15：30
洞爺駅交流センター 2 階（☎ 76-4363< 社会福祉協議会 >）

無料法律相談
17 日（木）

～ 30 日（水） ビエンナーレコレクション展Ⅲ

18 日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
地域交流センター（☎76-2008<子育て支援センター>）

19 日（土） 行政に関わるくらしの無料相談会
19 日（土）

～ 20 日（日）
洞爺湖町総合文化祭 < ステージ部門 >

虻田ふれあいセンター（☎ 76-2761< 葛西 >）

21 日（月）

脳ドック
8：15 ～ 14：00
健康福祉センター（☎ 76-4006）

第 14 回洞爺湖町高齢者運動会
9：30 ～ 14：30
あぶた体育館（☎ 74-3001 ＜健康福祉課＞）

「ひじり在宅クリニック」健康教室
11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

22日（火）
～11月４日（月）

ニセコ・洞爺　アールブリュットウィーク　感性のキオク

23 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
洞爺保育所（☎ 82-5559）

24 日（木） 献血
虻田地区

25 日（金）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

第３回認知症カフェ
11：00 ～ 12：00
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

乳児健診
12：50 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

生活、仕事、家計の悩み・困りごと相談会

26 日（土）

母と子の館の日・ハロウィンパーティー
13：30 ～ 16：00
あぶた母と子の館（☎ 74-3010< 社会教育課 >）

北海道火山勉強会 in 有珠山　一般向け講演会

26 日（土）
～ 28 日（月）

洞爺湖町総合文化祭 < 展示部門 >
あぶた体育館（☎ 76-2761< 葛西 >）

30 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

31 日（木） 令和元年度室蘭地方精神保健協会講演会

11月１日（金）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

２日（土） バス運転手・合同採用説明会
２日（土）

～４日（月）
洞爺湖町民文化祭＜展示部門＞

洞爺総合センター（☎ 82-5534 木村）

場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダー

ピックアップイベント

町民感謝祭
　町内の特産品を特価にて販売するほか、恒例のもちまきな
ど楽しいイベントが盛りだくさん。ぜひ、ご来場ください。　
■日　時　11 月９日（土）10 時～ 14 時
■場　所　役場庁舎前駐車場
■問合せ　産業振興課（☎ 74-3005）

洞爺湖芸術館からのお知らせ
秋特別展　小宮伸二展「トランスケープ－電球人の見た夢－」
■日　時　９月７日（土）～ 10 月 14 日（月）
小中学生作品展
■日　時 10 月５日（土）～ 10 月 20 日（日）
ビエンナーレコレクション展Ⅲ
■日　時　10 月 17 日（木）～ 10 月 30 日（水）　
ニセコ・洞爺　アールブリュットウィーク　感性のキオク
■日　時　10 月 22 日（火）～ 11 月４日（月）　
■開館時間　10月１日（火）から、９時30分～16時15分（入　　
　　　　　　館時間は 15 時 45 分まで）に変わります。
■問合せ　洞爺湖芸術館（☎ 87-2525）

ピックアップイベント詳

太平洋沿岸で発生した M9.1 の地震に伴う津波災害を想定
した津波避難訓練を実施します。
　津波避難訓練終了後、東日本大震災で民生委員として住民
救助にあたり、自らも津波に流され負傷した人を招き、講演
会を開催します。
津波避難訓練
■日　時　11 月５日（火）８時 10 分～
防災講演会
■日　時　11 月５日（火）10 時 30 分～ 12 時
■場　所　虻田ふれ合いセンター
■講演者　横山　幸雄
■問合せ　企画防災課防災グループ（☎ 74-3004）

時
所

p13詳

ピックアップイベント詳

p13詳

p13詳

p14詳

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

所

時
所

時
所

所

時
所

時
所

時
所

時
所

ピックアップイベント詳

時
所

ピックアップイベント詳

所

ｐ 21詳

p11詳

所

所

所

p12詳

p12詳

p14詳

p2詳

p13詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳
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大人気の秋野菜詰め放題

９

り祭メルグ＆

第４回

　　月 22 日、第４回とうや湖・月浦ワ
　　イン＆グルメ祭り（とうや湖・月浦
ワイン＆グルメ祭り実行委員会主催）が
洞爺湖温泉遊覧船乗り場前特設会場で実
施しました。開会式で真屋町長は「この
地域のおいしい食材を食べて楽しんでく
ださい」とあいさつ。来場者は月浦ワイ
ンを飲みながら、とうや湖和牛や地元野
菜のバーベキューを楽しみました。
　ステージイベントは、虻田中学校吹奏
楽部の演奏や中学生ギタリスト「KAI」
の演奏で会場は大盛況。秋野菜の詰め放
題では、ジャガイモとニンジンがそれぞ
れ約 200㌔用意され、参加者は袋詰めを
工夫し、たくさん詰めていました。
　最後は、洞爺湖温泉の宿泊券や秋鮭、
月浦ワインなどが当たる大抽選会を実施
し、多くの町民や観光客は、色づき始め
た洞爺湖の秋を満喫しました。

月浦ワインを楽しむ来場者

ンイワ浦月湖やうと ・
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が
好
き
で
今
ま
で
に
国
内
か

　
　
ら
海
外
ま
で
多
く
の
湖
を
見

て
き
ま
し
た
が
、
洞
爺
湖
は
と
て

も
き
れ
い
で
大
好
き
な
場
所
で

す
」

　
洞
爺
湖
が
大
好
き
だ
と
語
る
の

は
９
月
か
ら
新
し
い
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
一
員
と
な
っ
た
西
山
雄

治
さ
ん
。
洞
爺
湖
町
商
工
会
の
配

属
で
、
虻
田
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー

で
体
験
で
き
る
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ウ
ォ
ー
ル
の
管
理
や
商
工
会
主
催

の
イ
ベ
ン
ト
の
業
務
な
ど
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

スポットライト

Spotlight

新しい地域おこし協力隊

西 山 雄 治さん

東奔西走
ワンショット今月の

　　といえば食欲の秋。秋はあっという間に終わってしまう季
　　節ですので、この季節でしか味わうことができない秋の味
覚を楽しみたいです。（C.K）
　　４回とうや湖・月浦ワイン＆グルメ祭りを取材してきまし　　
　　たが、秋らしいさわやかな天気の中、大勢の来場者でにぎ
わっていました。とうや湖和牛のバーベキュー、とてもおいし
そうでした。（M.O）

　

西
山
さ
ん
は
札
幌
市
出
身
で
、

高
校
を
卒
業
後
、
専
門
学
校
を
経

て
民
間
企
業
に
１
年
ほ
ど
勤
め
ま

し
た
。
23
歳
の
と
き
に
友
達
に
誘

わ
れ
、
２
か
月
間
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
旅
へ
。「
現
地
の
人
の
温
か

さ
に
触
れ
る
こ
と
で
、
も
っ
と
世

界
の
人
と
話
を
し
て
繋
が
り
た

い
」
と
思
い
、
帰
国
し
て
か
ら
独

学
で
英
語
を
学
び
、
30
歳
ま
で
に

３
回
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
を

活
用
し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

や
カ
ナ
ダ
な
ど
で
世
界
各
国
の
暮

ら
し
や
仕
事
を
経
験
し
ま
し
た
。

30
歳
か
ら
今
年
8
月
ま
で
は
、

衛
星
放
送
の
テ
レ
フ
ォ
ン
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
と
し
て
外
国
人
専
用
窓

口
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

５
月
に
洞
爺
湖
に
遊
び
に
来
た
と

き
に
「
洞
爺
湖
の
美
し
い
自
然
に

魅
了
さ
れ
、
こ
こ
に
住
も
う
と
決

心
し
ま
し
た
」
と
直
感
的
に
移
住

を
決
意
。
自
宅
に
戻
る
と
す
ぐ
に

洞
爺
湖
町
に
つ
い
て
調
べ
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
見
つ

け
、
応
募
し
ま
し
た
。

　
「
今
後
は
、
奥
さ
ん
が
ヨ
ガ
の

講
師
を
し
て
い
た
の
で
、
２
人
で

協
力
し
て
ヨ
ガ
の
教
室
を
開
き
た

い
で
す
。
ヨ
ガ
は
誰
に
で
も
で
き

る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
の
で
、
老
若

男
女
を
問
わ
ず
地
域
の
人
た
ち
が

交
流
す
る
機
会
を
作
り
た
い
で

す
」
と
地
域
の
に
ぎ
わ
い
に
貢
献

で
き
る
方
法
を
探
り
ま
す
。

　
「
将
来
的
に
は
洞
爺
湖
畔
で
お

店
を
持
つ
こ
と
が
夢
で
す
。
自
分

が
大
好
き
な
景
色
の
中
で
地
域
の

人
や
観
光
客
と
交
流
し
な
が
ら
展

開
し
て
い
く
た
め
に
、
３
年
間
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
通

し
て
、
地
域
に
基
盤
を
作
っ
て
い

き
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み
を
語

り
ま
す
。

秋

洞
爺
湖
の
魅
力
あ
る
景
色
に
惹
か
れ
て

湖

虻田ふれ合いセンターで行われた
すいとん食べて戦争を語りつぐ集い

「

第

profi le
昭和 55 年 5 月 18 日生まれ。
趣味は旅行。年に１回は、エネ
ルギーをもらいに世界旅行へ行
きます。青葉１区在住。39 歳。


